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農業!元気が出る
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
情
報

サ
ト
ウ
キ
ビ
一
芽
苗
（
い
ち
が
な
え
）

の
紹
介

　

一い
ち
が
な
え

芽
苗
と
は
、
通
常
さ
と
う
き
び

は
芽
を
２
つ
数
え
苗
に
し
、
ほ
場
に

定
植
し
ま
す
が
、
こ
の
一
芽
苗
は
芽

を
２
㎝
四
方
に
切
り
取
り
、
そ
れ
を

セ
ル
ト
レ
イ
に
植
え
て
大
き
く
し
て

か
ら
ほ
場
に
植
え
付
け
ま
す
。

　

こ
の
苗
は
基
本
的
に
補
植
用
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
植
・
株
出

し
で
の
発
芽
不
良
の
所
や
欠
株
個
所

に
植
え
付
け
を
行
う
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
発
芽
不
良
や
欠
株
に
よ
る
単

収
の
減
少
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
春
植
え
分
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
を
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
の
情
報
と
し
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。

メ
イ
チ
ュ
ウ
類
・
チ
ン
チ
バ
ッ
ク
の

防
除
に
つ
い
て

　

今
年
の
４
月
中
旬
に
防
災
無
線
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
メ
イ
チ
ュ

ウ
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

萌
芽
時
の
柔
ら
か
い
茎
を
食
害
す

る
こ
と
で
芯
枯
れ
を
誘
発
し
、
生
育

を
著
し
く
阻
害
す
る
害
虫
で
す
の
で
、

農
薬
基
準
を
守
り
、
徹
底
し
た
防
除

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

チ
ン
チ
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
発

生
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
適

期
の
防
除
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

さ
と
う
き
び
栽
培
面
積
推
進
に
つ
い
て

事
業
紹
介
（
夏
・
秋
植
）

　

現
在
、
春
植
で
行
っ
て
い
る
新
植

助
成
事
業
を
夏
・
秋
植
で
も
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
申
請
中
の
た
め
、
確
定
で
は
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あ
り
ま
せ
ん
が
、
承
認
さ
れ
れ
ば
事

業
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
で
ん
粉
原

料
用
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
作
物
と
の

農
作
業
集
中
を
分
散
す
る
た
め
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
の
農
業
指
導
員
お
よ
び
農
業
技
術
指
導
官
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

総
合
農
政
課
農
業
振
興
係
の
農
業

技
師
と
し
て
、
働
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

業
務
内
容
は
、
園
芸
（
野
菜
・
花
き
）

生
産
体
制
へ
の
技
術
指
導
お
よ
び
町

堆
肥
セ
ン
タ
ー
堆
肥
の
利
活
用
促
進

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
技
術
を
基
に

南
種
子
町
の
農
業
振
興
に
役
立
つ
職

員
と
し
て
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
経
歴

・
町
立
南
種
子
中
学
校
卒
業

・
県
立
川
内
高
等
学
校
卒
業

・
宮
崎
県
立
農
業
大
学
校
農
学
部
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
大
規
模
経
営
コ
ー

ス
卒
業

・
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
農
学
部
農

業
研
究
科
卒
業

　

宮
崎
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
早

期
水
稲
や
焼
酎
原
料
用
サ
ツ
マ
イ
モ

を
中
心
に
栽
培
し
、
土
壌
分
析
に
つ

い
て
栽
培
試
験
を
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
エ
ン
ド
ウ
、

ソ
ラ
マ
メ
を
中
心
に
栽
培
し
、
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
試
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
全
国
農
業
大
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
に
お
い
て
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

○
夢
・
目
標

　

様
々
な
情
報
に
触
れ
、
南
種
子
町

に
適
し
た
品
目
や
栽
培
体
系
を
探
し
、

農
業
所
得
向
上
を
目
指
し
た
い
で
す
。

農
業
技
術
指
導
官

　

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
内
田

義
徳
氏
と
上
妻
道
紀
氏
を
農
業
技
術

指
導
官
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

町
技
連
会
会
員
の
農
業
技
術
指
導

力
の
強
化
と
、
町
内
農
家
へ
の
農
業

技
術
指
導
強
化
に
よ
り
、
今
後
の
農

業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

お
二
人
に
は
、
高
収
益
作
物
な
ど

新
規
作
物
導
入
に
関
す
る
技
術
指
導

や
、
安
納
い
も
生
産
技
術
の
さ
ら
な

る
向
上
の
た
め
の
技
術
指
導
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

鈴
木　

拓
実
（
上
中
）

上妻道紀氏
主な経歴
県農業改良普及員、
県農業試験場研究員

主な経歴
県農業改良普及員、
県農業技術専門員

内田義徳氏

サトウキビ栽培状況（単位：ヘクタール、戸）

夏植 秋植 春植 株出 合計 戸数

H29

（実績）
8.7 16.0 113.0 338.0 475.7 278

H30

（計画）
16.5 18.5 103.0 336.0 474.0 280
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第２２期宇宙留学合同修了式

　

３
月
23
日
（
金
）、
第
22
期

宇
宙
留
学
生
40
人
の
合
同
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
遠
藤
修
教
育
長

か
ら
留
学
生
へ
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
名
越
修

町
長
か
ら
の
祝
辞
や
、
留
学

生
代
表
の
言
葉
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

留
学
生
の
皆
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

留
学
生
代
表
の
言
葉

「
２
年
間
の
宇
宙
留
学
を

振
り
返
っ
て
」

大
川
小
６
年　

川
下　

祐
輝

　

僕
が
宇
宙
留
学
で
学
ん
だ

こ
と
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
で
す
。
僕
が
留
学
し
た

大
川
小
で
は
、
一
輪
車
に
全

校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
初
の
留
学
の
と
き
は
、
一

輪
車
に
乗
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
２
年
間

乗
り
続
け
た
こ
と
で
、
片
足

こ
ぎ
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
練
習
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
大
き
な
力
に
な

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
、
自
然
の
豊
か
さ
で

す
。
留
学
中
に
、
漁
や
い

も
ほ
り
、
は
か
ま
焼
き
な

ど
沢
山
の
自
然
体
験
を
し

ま
し
た
。
東
京
で
は
、
ど
れ

も
で
き
な
い
体
験
で
、
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
、
自
然
の
豊
か
さ
を
知
り
、

ゲ
ー
ム
や
動
画
な
ど
と
は
ち

が
っ
た
、
楽
し
み
を
味
わ
え

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
い

る
全
て
の
留
学
生
が
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
新

し
い
こ
と
を
学
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
南
種
子
町
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

帰
っ
て
か
ら
も
活
躍
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

種
子
島
に
留
学
で
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

修了証書授与の様子

川下祐輝さん
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第２３期宇宙留学合同歓迎式

　

４
月
６
日
（
金
）、
第
23
期

宇
宙
留
学
生
の
合
同
歓
迎
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
宇
宙
留
学
連

絡
協
議
会
の
外
園
香
会
長
に

よ
る
式
辞
や
名
越
修
町
長
か

ら
の
歓
迎
の
言
葉
が
送
ら
れ

た
ほ
か
、
留
学
生
を
代
表
し

て
西
野
小
学
校
６
年
の
小
笠

原
譲
さ
ん
に
よ
る
代
表
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
過
去
最
多
と

な
る
48
人
の
留
学
生
を
迎
え
、

平
山
小
と
花
峰
小
で
は
入
学

式
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
ほ
か
、
西
野
小
、
島
間
小
、

長
谷
小
で
複
式
学
級
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
峰
小
で
は
３
学

級
を
維
持
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
本
町
の
教
育
環
境
向
上

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
の
皆
さ
ん
が
、「
南

種
子
町
」
で
し
か
で
き
な
い

多
く
の
経
験
を
し
て
、
実
り

多
い
１
年
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

各学校の受入状況（単位：人）

里親

留学

家族

留学

学校

計

平山小 4 2 6

茎南小 6 1 7

花峰小 4 4 8

西野小 2 4 6

大川小 6 1 7

島間小 4 2 6

長谷小 6 2 8

合計 32 16 48

各出身地別受入状況（単位：人）

北海道 1 三重県 1

岩手県 1 大阪府 2

栃木県 1 奈良県 1

群馬県 2 島根県 1

埼玉県 5 岡山県 1

千葉県 1 広島県 1

東京都 9 山口県 2

神奈川県 3 香川県 1

福井県 2 福岡県 1

岐阜県 2 鹿児島県 1

静岡県 2 沖縄県 1

愛知県 6 合計 48

小笠原譲さん 町宇宙留学連絡協議会の外園香会長
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行政トピックス

　

県
で
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い

わ
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
、「
鹿

児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制
定

し
、
保
護
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
２
人
の
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
監
視
員
を
配
置
し
、
保
護
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
監
視
場
所
は
、
前

之
浜
海
岸
一
帯
と
竹
崎
海
岸
一
帯
で
、

５
月
１
日
（
火
）
か
ら
７
月
31
日
（
火
）

ま
で
監
視
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
体
験
活

動
の
た
め
採
卵
を
行
う
場
合
は
、
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

企
画
課
企
画
開
発
係
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員

●
本
東　

孝
治　

氏
（
下
中
）

●
小
川　

光
広　

氏
（
茎
永
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
注
意
事
項

①
暗
く
な
っ
た
海
で
騒
が
な
い
。

②
海
岸
で
ラ
イ
ト
や
マ
ッ
チ
な
ど

を
む
や
み
に
つ
け
な
い
。

※
タ
バ
コ
も
吸
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
産
卵
場
所
に
ゴ
ミ
（
空
き
缶
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
）
を
捨
て
な
い
。

④
上
陸
中
や
穴
掘
り
中
の
カ
メ
に

近
づ
か
な
い
。

⑤
産
卵
中
の
カ
メ
に
む
や
み
に
近

づ
い
た
り
、
光
を
当
て
た
り
し

な
い
。

⑥
カ
メ
に
む
や
み
に
触
ら
な
い
。

⑦
ふ
化
時
期
に
は
、
ふ
化
の
障
害
と

な
ら
な
い
よ
う
特
に
注
意
す
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

海
岸
沿
い
の
松
林
は
、
海
岸
か
ら

の
風
や
、
津
波
や
高
波
、
飛
ん
で
く

る
砂
な
ど
か
ら
海
岸
沿
い
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
森
林
で
す
。

　

こ
の
松
が
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
（
体
長
１
㎜
未
満
の
線
虫
）」
に
よ

り
枯
れ
る
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
（
図

１
）」
が
寄
生
し
た
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
（
図
２
）」
が
樹
皮
を
食
べ

た
か
み
傷
か
ら
、
松
の
中
に
入
り
松

を
枯
ら
し
ま
す
。

　

町
で
は
枯
松
被
害
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し

て
、
カ
ミ
キ
リ
虫
が
松
か
ら
飛
び
出

す
前
に
駆
除
す
る
伐
倒
駆
除
と
、
松

林
全
体
へ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

航
空
防
除
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

度
も
実
施
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

松
林
の
管
理
保
全
の
た
め
、
松
く

い
虫
駆
除
防
除
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
航
空
防
除
実
施
計
画

●
日
時　

５
月
15
日
（
火
）

●
場
所

　

茎
永
松
原
山
か
ら
下
中
前
之
浜
一

帯
の
約
44
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
変
更
あ
り

◆
伐
倒
駆
除
実
施
計
画

●
期
間　

秋
季
に
実
施

●
場
所　

茎
永
・
下
中
地
区

※
松
の
被
害
状
況
に
よ
り
実
施

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
農
政
課　

林
務
水
産
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
７
）

松
く
い
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

図１

図２

航空防除の様子
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平
成
30
年
度
の
自
治
公
民
館
長
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
生
活
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要

な
地
縁
組
織
で
す
。

　

公
民
館
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
め
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
生

活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

地区公民館長（敬称略）
地 区 名 氏 名 地 区 名 氏 名
平 山 坂口　純德 西 海 中峯　哲義
茎 永 外園　香 島 間 河𦚰　和治
下 中 鮫島　和巳 長 谷 砂川　茂美
西 之 加納　洋一 上 中 鮫島　宗弘

集落公民館長（敬称略）
集 落 名 氏 名 集 落 名 氏 名 集 落 名 氏 名
浜 田 長田　数安 本 村 柳田　康博 小 平 山 濵上　構造

（平）仲之町 向井　整一 平 野 日髙　芳弘 新 長 谷 大城　勝則
（平）西之町 小川　和輝 崎 原 濱田　義文 赤 石 安永　信一
広 田 堂原　昭洋 下 西 目 徳永　恵 第 一 長 谷 前原　淳一
上 里 浦門　秀明 前 之 原 鮫島　幸紀 長 谷 野 稗畠　悦朗
新 上 里 浦門　伸男 小 田 小脇　正幸 有 尾 廣濱　正美
菅 原 原田　照昭 木 原 濱田　孝一 摺 久 保 砂坂　憲二
雨 田 外園　三男 野 尻 山野　芳博 大 宇 都 中野　秀則
中 部 坂田　輝夫 砂 坂 河野　清人 上 之 平 日髙　政盛

（茎）仲之町 古市　宣明 管 造 牧 髙橋　幸一 本 町 河野　浩二
宇 都 浦 園田　孝太郎 上 瀬 田 大脇　勝 共 栄 日髙　孝之
松 原 福島　照男 野 大 野 牧瀬　信隆 上 野 古市　勇二
阿 多 羅 経 向江　政雄 下 立 石 立石　保昭 仲 西 元川　民生
竹 崎 山下　義巳 上 立 石 立石　一登 （上）西之町 富田　彰
夏 田 和島　正純 大 川 大川　則夫 焼 野 佐藤　勝
郡 原 中園　葊行 牛 野 牛野　一男 山 崎 砂坂　純一

里 竹本　多喜夫 田 尾 日髙　昌幸 新 栄 町 上妻　正博
山 神 篠山　弘則 （島）仲之町 小西　嘉秋 河 内 河野　貞成
真 所 本東　輝夫 向 方 濱上　充之
田 代 岩坪　三男 大 久 保 西園　達

平
成
30
年
度
自
治
公
民
館
長
が
決
定
し
ま
し
た

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
民
間
貸
切
バ
ス
に
よ

る
運
行
を
実
施
し
て
い
た
南
種
子
中

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
す
が
、
４
路

線
か
ら
５
路
線
へ
増
便
し
、
運
行
の

改
善
を
図
る
た
め
、
町
が
６
台
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入
し
運
行
す
る
こ

と
と
な
り
、
４
月
２
日
（
月
）、
役
場

前
防
災
公
園
駐
車
場
に
て
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
名
越
修
町
長
に
よ

る
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
南

種
子
中
学
校
生
徒
会
長
の
葊
濱
葵
さ

ん
に
よ
る
生
徒
代
表
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
各
路
線

に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

今
回
購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、

通
学
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
町
民

の
皆
様
の
買
い
物
や
病
院
受
診
な
ど

で
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

テープカットの様子
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健
康
な
方
だ
け
で
な
く
、
通
院
中
の
方
も

年
に
１
回

必
ず
受
け
よ
う
！

特
定
健
診
・
長
寿
健
診

平
成

30
年
度

5/23
（水）

5/24
（木）

5/25
（金）

5/26
（土）

5/27
（日）

集
団
健
診
日
程

大
腸
が
ん
検
診
は
無
料
で
す

　

大
腸
が
ん
は
最
近
増
加

傾
向
に
あ
り
、
罹
患
率
、

死
亡
率
と
も
に
高
い
が
ん

の
た
め
、
町
で
は
検
診
を

無
料
化
し
て
い
ま
す
。

　

検
診
は
事
前
に
採
便
し

た
検
体
が
必
要
で
す
。
受

診
を
ご
希
望
の
方
は
、
役

場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

当
日
実
施
さ
れ
る
検
診

○
胃
が
ん
検
診
（
検
診
車
で
行
う
バ
リ
ウ
ム
造
影
）

○
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
（
ピ
ロ
リ
菌
検
査
）

○
肺
が
ん
検
診
（
検
診
車
で
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

○
前
立
腺
検
査
（
前
立
腺
の
病
気
の
指
標
を
血
液
で
検
査
）

○
腹
部
超
音
波
検
査
（
主
に
肝
臓
・
胆
の
う
・
腎
臓
の
検
査
）

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
（
骨
量
を
調
べ
る
検
査
）

対
象
と
な
る
方

○
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
19
歳

～
74
歳
ま
で
の
全
て
の
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

で
75
歳
以
上
の
全
て
の
方

○
社
会
保
険
扶
養
家
族
の
方
で
当

日
保
険
者
が
発
行
す
る
受
診

券
を
お
持
ち
の
方

受
付
時
間

　

午
前
７
時
半
～
午
前
９
時

　

※
午
前
７
時
開
場

場
所

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

必
要
な
も
の

　

○
保
険
証　
　

○
印
鑑

　

○
健
康
手
帳　

○
受
診
券

◆
問
い
合
わ
せ
お
よ
び

　
健
（

検
）

診
受
診
申
込
先

役
場
保
健
福
祉
課

☎
㉖
１
１
１
１

・
健
康
増
進
係（

内
線
１
３
６
）

・
保
険
給
付
係（

内
線
１
３
１
）
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行政トピックス

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異

動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。【　

】は
旧
職
名
。

▼
課
長
級

小
脇　

隆
則

企
画
課
長

【
教
育
委
員
会
管
理
課
長
兼
社
会
教
育

課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
】

向
江　

武
司

建
設
課
長
兼
土
木
係
長

【
建
設
課
土
木
係
長
】

島
﨑　

憲
一
郎

教
育
委
員
会
管
理
課
長
兼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶

務
係
長

【
建
設
課
長
】

松
山　

砂
夫

社
会
教
育
課
長

【
総
務
課
行
財
政
改
革
担
当
補
佐
】

河
口　

恵
一
朗

総
務
課
付
参
事

【
企
画
課
長
】

▼
課
長
補
佐
級

山
田　

直
樹

企
画
課
長
補
佐

【
企
画
課
長
補
佐
兼
観
光
経
済
係
長
】

西
村　

一
広

税
務
課
長
補
佐
兼
町
税
課
税
係
長

【
税
務
課
町
税
課
税
係
長
】

稲
子　

秀
典

総
合
農
政
課
長
補
佐
兼
畜
産
施
設
担
当

【
総
合
農
政
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
】

▼
係
長
級

河
野　

彰
子

総
務
課
戸
籍
住
民
係
長

【
農
業
委
員
会
農
地
振
興
係
長
】

小
脇　

健
作

企
画
課
観
光
経
済
係
長

【
企
画
課
観
光
経
済
係
】

丸
塚　

直
子

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
長

【
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長
】

中
峯　

智
恵
美

保
健
福
祉
課
環
境
衛
生
係
長

【
総
務
課
戸
籍
住
民
係
長
】

小
川　

浩
輝

総
合
農
政
課
農
業
再
生
対
策
係
長

【
企
画
課
地
方
創
生
対
策
係
長
】

松
木　

龍
宏

総
合
農
政
課
水
田
対
策
係
長

【
総
合
農
政
課
農
業
再
生
対
策
係
】

松
𠩤　

大
輔

総
合
農
政
課
農
業
振
興
係
長

【
総
合
農
政
課
農
業
振
興
係
】

鮫
島　

幸
紀

建
設
課
用
地
工
務
係
長

【
総
合
農
政
課
農
業
再
生
対
策
係
長
】

戸
川　

修
一
郎

農
業
委
員
会
農
地
振
興
係
長

【
建
設
課
用
地
工
務
係
長
】

立
石　

和
之

建
設
課
建
築
住
宅
係
長

【
建
設
課
建
築
住
宅
係
】

葊
濱　

忠
樹

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
組
合
管
理
係
長（
派
遣
）

【
税
務
課
地
籍
調
査
係
】

▼
一
般
職
員

吉
本　

利
江

総
務
課
戸
籍
住
民
係

【
保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係
】

古
市　

雅
哉

総
務
課
消
防
交
通
係

【
総
合
農
政
課
土
地
改
良
係
】

田
中　

剛

企
画
課
観
光
経
済
係

【
税
務
課
収
納
管
理
・
保
険
税
係
】

小
脇　

洋
平

保
健
福
祉
課
環
境
衛
生
係

【
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係
】

河
野　

裕
太

保
健
福
祉
課
環
境
衛
生
係

【
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係
】

美
野　

汐
里

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

【
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係
】

浮
田　

浩
樹

保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

【
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
】

西
園　

浩
郎

保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係

【
総
合
農
政
課
農
業
再
生
対
策
係
】

日
髙　

美
保

保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係

【
議
会
事
務
局
書
記
】

松
原　

洋
樹

税
務
課
地
籍
調
査
係

【
総
務
課
消
防
交
通
係
】

山
田　

聡

税
務
課
収
納
管
理
・
保
険
税
係

【
保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係
】

小
田　

豪

税
務
課
町
税
課
税
係

【
保
健
福
祉
課
福
祉
年
金
係
】

臼
元　

央

総
合
農
政
課
土
地
改
良
係

【
総
合
農
政
課
畜
産
振
興
係
】

鈴
木　

拓
実

総
合
農
政
課
農
業
振
興
係

【
新
規
採
用
】

古
市　

隼
人

建
設
課
管
理
係

【
新
規
採
用
】

浦
口　

由
香

建
設
課
建
築
住
宅
係

【
新
規
採
用
】

立
石　

美
紀

会
計
課
会
計
係

【
税
務
課
町
税
課
税
係
】

村
田　

美
紀

議
会
事
務
局
書
記

【
会
計
課
会
計
係
】

上
妻　

翔
平

鹿
児
島
県
市
町
村
課
（
派
遣
）

【
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係
】

▼
退
職
（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

岩
坪　

勝
則

　
【
税
務
課
徴
収
確
保
対
策
担
当
参
事
】

高
田　

健
一
郎

　
【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
参
事
】

寺
田　

茂
実

　
【
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築
住
宅
係
長
】

人　

事　

異　

動
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Photo Topics
開
発
途
上
国
へ
の
貢
献

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

に
お
い
て
、
中
峯
清
光
さ
ん
（
西
海
）

が
、
今
年
３
月
か
ら
２
年
間
、
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
派
遣
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
（
金
）、
現
地
へ
出
発
前

に
役
場
を
訪
れ
、
活
動
に
つ
い
て
の

意
気
込
み
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
峯
さ
ん
の
活
躍
を
ご
期
待
い
た

し
ま
す
。

活動について説明する中峯清光さん（写真左）

春
の
恒
例
行
事

種
子
島
宝
満
神
社
の
御
田
植
祭

　

４
月
３
日
（
火
）、
種
子
島
宝
満
神

社
の
御
田
植
祭
（
平
成
28
年
３
月
国

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
皆
様
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
御
田
の
森
に
て
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
茎
永
地
区

の
各
集
落
館
長
と
茎
南
小
の
男
子
児

童
に
よ
り
、「
オ
セ
マ
チ
」
と
呼
ば
れ

る
神
田
へ
赤
米
の
苗
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

御
田
植
え
が
終
わ
る
と
、
御
田
の

森
の
前
の
舟
田
（
神
田
）
に
て
、
御

田
植
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
田
植
舞
ま
で
披
露
さ
れ
た
あ
と
、

宝
満
神
楽
保
存
会
の
皆
様
に
よ
る
、

宝
満
神
楽
の
披
露
も
行
わ
れ
、
迫
力

あ
る
神
楽
の
舞
や
楽
し
く
お
ど
け
て

み
せ
る
馬
耕
の
様
子
に
、
見
学
の
皆

様
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
直
会
（
な
お

ら
い
）
が
行
わ
れ
、
祭
り
が
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

御田の森での神事

御田植舞 宝満神楽
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宇宙のまち話題

健
や
か
に
す
く
す
く
と

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
入
園
式

　

４
月
２
日
（
月
）、
あ
お
ぞ
ら
保
育

園
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
入
園
を
お
祝
い
す
る
言

葉
が
送
ら
れ
た
ほ
か
、
交
通
安
全
協

会
か
ら
の
交
通
安
全
鈴
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
６
人
の
子
ど
も
た
ち
が

新
た
に
入
園
し
、
全
園
児
は
90
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
生
活
で
、
た
く
さ
ん
の
お

友
達
を
つ
く
っ
て
、
楽
し
い
保
育
園

生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

新
入
学
お
め
で
と
う

漁
協
か
ら
レ
ン
コ
ダ
イ
の
贈
呈

　

町
漁
協
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
っ
と
魚
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
こ
の
春
に
小
学

校
へ
入
学
す
る
全
児
童
49
人
へ
春
の

魚
「
レ
ン
コ
ダ
イ
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
（
金
）、
平
山
小
で
は

入
学
式
に
合
わ
せ
て
鯛
の
贈
呈
も
行

わ
れ
、
新
一
年
生
の
伊
藤
颯
真
さ

ん
（
宇
宙
留
学
生
）
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
贈
呈
さ
れ
た

鯛
に
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
が
、

大
き
な
魚
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

台
湾
と
の
友
好
の
第
一
歩

台た
い
ぺ
い北
駐
福
岡
経
済
文
化
辦べ
ん
べ
ん
じ
し
ょ

弁
處
来
町

　

４
月
17
日
（
火
）、
中
華
民
国
（
台

湾
）
と
九
州
・
山
口
地
区
と
の
親
善

友
好
交
流
な
ど
を
業
務
と
す
る
台
北

駐
福
岡
経
済
文
化
辦べ
ん
べ
ん
じ
し
ょ

弁
處
か
ら
、
総

領
事
お
よ
び
関
係
者
が
来
町
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
来
町
は
、
台
湾
の
観
光
Ｐ

Ｒ
や
種
子
島
視
察
な
ど
が
目
的
で
、

戎え
び
す
よ
し
と
し

義
俊
総
領
事
か
ら
は
「
台
湾
の
子

ど
も
た
ち
が
種
子
島
を
訪
れ
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
え
る
機
会
を

作
り
た
い
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

お
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ね

中
央
認
定
こ
ど
も
園
入
園
式

　

４
月
７
日
（
土
）、
中
央
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
園
児
は
３
歳
児
21
人
、

５
歳
児
１
人
の
22
人
で
、
全
園
児
99

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
園
長
先
生
や
来
賓
の

方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ

た
ほ
か
、
入
園
児
点
呼
や
在
園
児
お

迎
え
の
歌
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
、

の
び
の
び
元
気
に
幼
稚
園
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
ね
。

入園児点呼では元気な声で返事をしました

戎
えびすよしとし

義 俊 総領事（左から３番目）
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町
内
各
小
学
校
・
南
種
子
中
学
校
の

平
成
30
年
度
入
学
式
が
、
４
月
６
日

（
金
）
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
生
は
、
小
学
校
が
49

人
、
中
学
校
が
40
人
で
し
た
。

　

ご
入
学
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

パワー全開！わくわく　どきどき　西野小１年生
〈西野小学校〉

大川っ子 15人　よろしくお願いします！
〈大川小学校〉

あんなさん、てっぺいさん、ほのかさん、入学おめでとう
〈島間小学校〉

あいさついっぱい　花いっぱい　やる気みなぎる　長谷小学校に３名が入学！
〈長谷小学校〉

ご入学おめでとうございます。
〈花峰小学校〉

本年度は宇宙留学の１年生を迎え入れての入学式でした
〈平山小学校〉

元気いっぱい、夢いっぱい。明るい笑顔の１年生です。
〈茎南小学校〉

平成 30年度児童・生徒数（４月６日現在）
学校名 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

平 山 1 3 2 4 4 4 18

茎 南 5 6 4 5 5 5 30

花 峰 1 2 3 3 2 3 14

西 野 3 6 5 4 5 5 28

大 川 3 1 0 3 4 4 15

島 間 3 7 6 5 3 4 28

長 谷 3 6 7 3 6 3 28

中 平 30 26 23 23 34 21 157

小学校計 49 57 50 50 63 49 318

南種子中 40 52 41 ‐ ‐ ‐ 133
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ピカピカの中平っ子 1年生！
〈中平小学校〉

南種子中学校１年１組
〈南種子中学校〉

　

４
月
12
日
（
木
）、
町
教
育
委
員
会
主

催
の
平
成
30
年
度
南
種
子
町
転
入
教
職

員
宣
誓
式
が
町
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
県
教
職
員
人
事
異
動
に

よ
り
、
新
た
に
33
人
の
先
生
方
が
転
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代
表
し
て

茎
南
小
学
校
の
森
谷
彩
加
教
諭
お
よ
び

大
川
小
学
校
の
相
良
亮
太
事
務
職
員
に

よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
遠
藤
修

教
育
長
の
式
辞
に
引
き
続
き
、
名
越
修

町
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
平
山
小
学
校
の
日
髙
京

美
校
長
が
転
入
教
職
員
代
表
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
郷
土
菓
子
の
試
食
や

各
小
学
校
・
中
学
校
の
紹
介
ビ
デ
オ
の

視
聴
も
行
わ
れ
、
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

森谷彩加教諭相良亮太事務職員

転
入
教
職
員
宣
誓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

日髙京美校長（平山小）
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Information情報のページ 問＝問い合わせ先
　

発
達
障
害
や
発
達
に
偏

り
の
あ
る
子
ど
も
が
、
種

子
島
で
こ
れ
ま
で
以
上
に

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る

た
め
に
は
、
地
域
の
方
々

の
理
解
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
発
達
障
害
に

関
す
る
基
本
的
な
内
容
を

幅
広
く
学
習
で
き
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒

に
学
び
ま
せ
ん
か
。

◆
内
容

　

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

小
児
科
医
師
を
は
じ
め
、

医
療
・
教
育
・
福
祉
・
保

健
等
の
専
門
家
が
、
発
達

障
害
に
つ
い
て
様
々
な
目

線
か
ら
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
実
施
日
時

　

年
間
６
回
の
講
座
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
４
回
以

上
参
加
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。

開
催
日

・
６
月
30
日
（
土
）

・
８
月
25
日
（
土
）

・
11
月
17
日
（
土
）

・
12
月
15
日
（
土
）

・
平
成
31
年
２
月
23
日
（
土
）

・
平
成
31
年
３
月
９
日
（
土
）

◆
会
場

　

種
子
島
こ
り
～
な

◆
時
間

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
半

◎
問
＝
種
子
島
四
葉
の
会

講
座
担
当
☎
㉗
２
８
１
８

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺

族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
日

　

８
月
15
日
（
水
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動

に
な
り
ま
す
。

◆
場
所

　

日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

◆
対
象
者

　

戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ

び
３
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が

な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
死
没
者
１
人
に
つ
き
複

数
の
参
列
遺
族
を
認
め

ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」

と
い
う
観
点
か
ら
「
18

歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ

い
て
も
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
期
間

　

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

◆
募
集
人
員

　

65
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選

考
と
な
り
ま
す
。

◎
問
＝
役
場
保
健
福
祉
課
福

祉
年
金
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
１
３
３
）・
県
庁
社
会

福
祉
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
８
３
０

　

６
月
１
日
（
金
）
か
ら

７
月
10
日
（
火
）
ま
で
は
、

労
働
保
険
料
の
「
年
度
更

新
」
申
告
・
納
付
期
間
で
す
。

　

６
月
初
め
に
送
付
さ
れ

る
労
働
保
険
料
申
告
書
・

納
付
書
に
よ
り
、
期
間
中

に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
＝
鹿
児
島
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
適
用
係
☎

０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が

国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企

業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
30
年

６
月
１
日
で
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画
開

発
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
）

　

国
税
を
一
時
に
納
付
で

き
な
い
場
合
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

そ
の
国
税
の
納
期
限
か
ら

６
カ
月
以
内
に
、
所
轄
の

税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、
１
年
以
内
の
期

間
に
限
り
、
換
価
の
猶
予

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

税
務
署
の
徴
収
担
当
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎

㉒
０
４
４
０

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど

も
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
に
つ
い
て

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集
に
つ
い
て

労
働
保
険
年
度
更
新

手
続
き
に
つ
い
て

国
税
を
一
時
に
納
付

で
き
な
い
場
合
は
？

平
成
30
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
む
か
し
の
子
ど
も
の
あ
そ
び
体
験
」

開
催

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

５
月
３
日（
木
）か
ら
５
月
５
日（
土
）

ま
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
「
む
か
し
の
子
ど
も
の
あ
そ
び

体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
広
田
遺
跡
語
り
部
の
会

の
皆
様
に
よ
る
「
昔
の
山
学
校
遊
び

体
験
」「
昔
の
紙
芝
居
」「
昔
の
子
ど

も
の
遊
び
体
験
」な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
昔
の
紙
芝
居
」
を
新

た
に
は
じ
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
た
ね
が
し
ま
古
代
塾
」
開
講

　

今
年
も
生
涯
学
習
講
座
「
た
ね
が

し
ま
古
代
塾
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
周
年
と
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
50
周
年
を
記
念
し
た

特
別
講
座
を
８
回
に
わ
た
り
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

受
講
希
望
の
方
は
、
５
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

「
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展
」

の
予
定
に
つ
い
て

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

今
年
度
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
50

周
年
を
記
念
し
た
企
画
展
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

や
ロ
ケ
ッ
ト
、
科
学
技
術
館
、
大
崎

移
転
な
ど
に
関
す
る
昔
の
写
真
や
記

録
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
な
ど
に
関
連
す
る
資
料

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
広
田
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
情
報
提
供
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広田遺跡ミュージアムだより【広田遺跡ミュージアム　☎ 24-4811】

　

昨
年
３
月
か
ら
南
種
子
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
て
１
年
以
上

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
１
年
は
、
打

ち
上
げ
や
町
の
行
事
・
地
域
活
動
な

ど
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
模
索
し
悩

ん
だ
日
々
。

　

ふ
と
自
分
が
、
種
子
島
に
遊
び
に

来
た
時
ど
う
だ
っ
た
か
。
そ
の
時
、

観
光
案
内
が
ス
マ
ホ
で
見
ら
れ
た
ら
、

写
真
や
景
色
が
見
ら
れ
た
ら
も
っ
と

種
子
島
を
満
喫
で
き
た
か
も
と
思
い
、

ウ
ェ
ブ
版
観
光
案
内
の
サ
イ
ト
を
作

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
役
場
に
配
備
さ
れ
た

ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
茎
永
地
区
の
方
た
ち
に
お
願
い

を
し
、
茎
永
地
区
の
田
植
え
の
様
子

や
、
茎
南
小
学
校
の
行
事
や
地
域
活

動
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
映
像
は
、
南
種

子
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
取
り
上
げ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
の
で
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
任
期
は
残
り
約
２
年
、

４
月
か
ら
総
合
農
政
課
に
籍
を
置
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ノ
づ
く
り
を
仕
事
に
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
農
地
に

平
張
工
法
を
試
験
的
に
設
置
し
効
果

を
検
証
し
た
り
、
観
光
地
や
色
々
な

所
に
休
憩
用
の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た

り
、
観
光
の
記
念
に
な
る
商
品
の
開

発
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町おこし⑪
～地域おこし協力隊活動報告～

南
種
子
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊

臼
田　

学

地域おこし協力隊
Facebook

観光案内サイト
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宇宙センターだより【宇宙科学技術館　☎ 26-9244　℻ 26-9245】

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
初
め

て
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
か
ら
今

年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ロ

ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
発
射
場
が
３

カ
所
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
た

の
は
、
竹
崎
地
区
に
あ
る
小
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
で
試
験
用
や
実
験
用
の
小

さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

次
に
、
30
メ
ー
ト
ル
か
ら
40
メ
ー

ト
ル
程
の
大
き
さ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
大

崎
地
区
に
あ
る
中
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
か
ら
打
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
、
Ｈ

‐
Ⅱ
Ｂ
の
大
型
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
、
吉

信
地
区
に
あ
る
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
か
ら
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
射
場
を
作
る
に
あ
た
り
、

地
元
の
方
々
の
畑
や
山
林
な
ど
の
移

譲
、
集
落
の
移
転
、
町
道
の
廃
線
な

ど
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
の

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ

に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
宇
宙
探
査
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ

ブ
」
は
、
国
の
研
究
機
関
で
あ
る
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
と
大
学
、
研
究
所
、
民
間
企

業
な
ど
、
異
分
野
の
知
識
や
技
術
を

生
か
し
、
技
術
力
を
高
め
よ
う
と
す

る
新
た
な
試
み
で
す
。

　

南
極
昭
和
基
地
で
の
建
物
建
設
に

携
わ
る
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
が
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
月
面
基
地
建
設

に
向
け
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
新
た
な
技

術
開
発
に
挑
み
ま
す
。

　

月
面
や
火
星
で
の
建
設
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
、
地
上
で
の
未
来
の

住
宅
造
り
に
向
け
た
技
術
改
新
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
館
に
つ
い
て
は
、

５
月
１
日
（
火
）
～ 

５
月
６
日
（
日
）

ま
で
休
ま
ず
開
館
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉

の
降
下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町

の
防
災
行
政
無
線
（
打
ち
上
げ
日
の

前
日
お
よ
び
当
日
）
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

白
色
粉
そ
の
も
の
は
無
害
で
す
。

で
き
る
限
り
、
車
は
車
庫
に
入
れ
、

洗
濯
物
は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

車
や
洗
濯
物
な
ど
に
付
着
し
て
も
水

で
洗
い
流
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
題

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

有
人
月
面
基
地
建
設
に
向
け
た

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

宇
宙
科
学
技
術
館
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
館
に
つ
い
て

打
ち
上
げ
後
の
白
色
粉
の

降
下
に
つ
い
て

射場周辺全景

将来の月面基地の想像図
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消防署だより【熊毛地区消防組合　南種子分遣所　☎ 26-1060】

社協だより【町社会福祉協議会　☎ 26-1703】

日
本
赤
十
字
活
動
支
援
資
金

の
募
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
町
民

の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
活

動
資
金
で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

中
か
ら
南
種
子
町
内
で
も
火
災
災
害

時
な
ど
の
救
援
物
資
や
見
舞
金
を
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
地
域
の
住
民
同

士
が
助
け
合
え
る
よ
う
応
急
手
当
や

防
災
・
減
災
の
講
習
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

活
動
資
金
募
集
の
際
は
、
各
集
落

公
民
館
長
や
班
長
が
皆
様
方
の
ご
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

普
段
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
１
１
９

番
通
報
で
す
が
、
い
つ
火
災
に
見
舞

わ
れ
た
り
、
救
急
要
請
が
必
要
に
な

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
正
確
な
１
１
９

番
通
報
が
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
手

順
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
携
帯
か
ら
直
接
１
１
９
番
を
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
と
「
熊
毛
地
区
消
防
組

合
本
部
（
西
之
表
市
）」
へ
つ
な
が

り
、
そ
の
後
南
種
子
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。
☎
㉖
０
１
１
９
は
直
接
南

種
子
分
遣
所
に
通
報
さ
れ
ま
す
の

で
、
携
帯
電
話
に
登
録
し
て
お
く

こ
と
で
時
間
短
縮
と
な
り
ま
す
。

◆
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
！

　

慣
れ
ず
、
緊
迫
し
た
状
況
に
直
面

し
「
早
く
来
て
く
れ
」
な
ど
、
こ
ち

ら
が
知
り
た
い
情
報
を
言
わ
ず
、
す

ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
場
合
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　

通
報
時
に
現
場
の
状
況
や
患
者
さ

ん
の
容
態
な
ど
の
情
報
が
少
な
い
と

迅
速
な
活
動
が
行
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
に
は
事
前
に
定

め
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
通
報
内
容

に
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
要
請
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
信
員
か
ら
の
質
問
に
落
ち
着
い

て
正
確
に
答
え
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
名
　
前　

羽
生　

隆
文

○
年
　
齢　

31
歳

○
出
身
地　

西
之
表
市

○
趣
　
味　

釣
り
、
サ
ッ
カ
ー

○
自
己
紹
介

　

私
は
枚ひ
ら
か
た方
寝ね
や
が
わ

屋
川
消
防
組
合
（
大

阪
府
）
で
８
年
半
の
勤
務
を
経
て
、

今
回
南
種
子
分
遣
所
に
採
用
と
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
す

と
と
も
に
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
知
識
、

技
術
の
向
上
に
努
め
、
町
民
の
方
々

の
安
心
、
安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
年
度
新
規
採
用
者
は
２
人
で
す

が
、
も
う
１
人
は
現
在
消
防
学
校

入
校
中
で
あ
る
た
め
、
後
日
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１１９番通報要領
①１１９番通報

・落ち着いて電話しましょう。
②火事ですか？救急ですか？

・火事なのか、救急なのか
③場所はどこですか？

・校区、集落、住所、目標物など分かり
やすいように伝えてください。
※この段階で通信員以外の職員は出場します。
④何が燃えていますか？（火災）
　誰がどうしましたか？（救急）

・燃えているもの（家・土手等）、　患者
さんの容態（なぜ、どうした）
※ここでドクターヘリを要請するか判断
しますので詳しく聞きます。落ち着いて
詳しく伝えてください。
⑤ケガ人や逃げ遅れた人はいますか？
　傷病者の情報を教えてください。

・救助活動、救急搬送が必要なのか。
患者さんの氏名・生年月日・年齢を伝え
てください。
⑥あなた（通報者）の名前と電話番
号を教えてください。

※こちらから掛け直す場合があります。

１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に
！

新
規
採
用
職
員
紹
介
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健康ひろば【公立種子島病院　☎ 26-1230】

年金だより【役場保健福祉課福祉年金係　☎ 26-1111（内線 134・135）】
　

保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
現
金
納
付
と
口
座
振

替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
納
付
に
は
次

の
５
種
類
が
あ
り
、
特
に

②
か
ら
⑤
の
前
納
は
割
引

が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

①
毎
月
（
割
引
な
し
）

②
毎
月
（
早
割
）

　

※
納
付
期
限
よ
り
も

　
　

１
カ
月
早
く
振
替

③
６
カ
月
分
の
前
納

　

４
月
～
９
月
分
、

　

10
月
～
翌
年
３
月
分

④
１
年
度
分
の
前
納

　

４
月
～
翌
年
３
月
分

⑤
２
年
度
分
の
前
納

　

４
月
～
翌
々
年
３
月
分

◆
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
（
２
２
５
）

５
３
１
１

■納付額比較表（平成 30 年４月時点） ※平成 31 年度の保険料は 16,410 円です。
１カ月分 ６カ月分 １年度分 ２年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
①毎月納付 16,340 円 - 98,040 円 - 196,080 円 - 393,000 円 -
②早割 16,290 円 50 円 97,740 円 300 円 195,480 円 600 円 391,800 円 1,200 円
③６カ月前納（現金納付） - - 97,240 円 800 円 194,480 円 1,600 円 - -
③６カ月前納（口座振替） - - 96,930 円 1,110 円 193,860 円 2,220 円 - -
④１年前納（現金納付） - - - - 192,600 円 3,480 円 - -
④１年前納（口座振替） - - - - 191,970 円 4,110 円 - -
⑤２年前納（現金納付） - - - - - - 378,580 円 14,420 円
⑤２年前納（口座振替） - - - - - - 377,350 円 15,650 円

年
金
保
険
料
の
納
付
は
前
納
制
度
が
お
得
！

★
お
知
ら
せ
★

　

４
月
23
日
（
月
）
よ
り
新
た
に
「
白し
ら
と土

裕ゆ
う
や也
先
生
」
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

病
棟
看
護
師　
　

稲
泉　

恭
子

　

花
粉
症
は
、
植
物
の
花
粉
に
よ
っ
て
生
じ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
称
で
、
国
民
の

25
％
が
花
粉
症
患
者
で
、
そ
の
約
７
割
は
ス

ギ
花
粉
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
詰

ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
な
ど
で
、
そ
の
症
状
が

夜
間
の
睡
眠
を
妨
げ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
命
に
関
わ
る
病
気
で
な
い
と
は
い

え
、
日
常
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
、
仕
事
や

学
業
の
支
障
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
は
、
本
来
、
体
に
は
害
が
な
い
花

粉
に
対
し
、
免
疫
の
仕
組
み
が
働
い
て
排
除

し
よ
う
と
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
花
粉
の
抗
原

（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
が
、
素
因
の
あ
る
人
の
体

に
入
る
と
、そ
れ
に
対
す
る
抗
体（IgE

抗
体
）

が
体
内
で
つ
く
ら
れ
、
鼻
や
目
な
ど
の
粘
膜

に
あ
る
細
胞
と
結
合
し
ま
す
。
そ
の
結
合
し

た
細
胞
が
増
え
る
と
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
の

化
学
伝
達
物
質
が
放
出
さ
れ
、
知
覚
神
経
や

分
泌
腺
、
血
管
な
ど
を
刺
激
し
て
症
状
が
起

こ
り
ま
す
。

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

○
花
粉
と
の
接
触
を
避
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア

　

花
粉
情
報
に
注
意
し
、
花
粉
飛
散
の
多
い

時
は
、
外
出
時
に
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
着
用

す
る
。
帰
宅
時
は
、
衣
類
や
髪
を
よ
く
払
っ

て
か
ら
入
室
し
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
て
、

鼻
を
か
み
ま
す
。

○
対
症
療
法

　

薬
物
療
法
（
点
眼
薬
、
点
鼻
薬
、
内
服
薬

に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
）
や
、
レ
ー
ザ
ー

な
ど
に
よ
る
手
術
療
法
、
根
治
療
法
と
し
て
、

体
を
抗
原
に
慣
ら
し
て
症
状
を
起
こ
り
に
く

く
す
る
免
疫
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

免
疫
療
法
で
は
、
従
来
の
注
射
に
よ
る
皮

下
免
疫
療
法
に
加
え
、
経
口
薬
に
よ
る
舌
下

免
疫
療
法
と
い
う
新
し
い
方
法
も
認
可
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
て
花
粉
症
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
か

ぜ
と
間
違
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
病
院
を
受

診
し
、
的
確
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
に
つ
い
て
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図書館だより【町立図書館　☎ 26-6690】

地域包括支援センターだより【地域包括支援センター 　☎ 24-1660　☎ 26-2035】

★
ご
利
用
の
皆
様
へ
お
願
い
★

　

町
立
図
書
館
の
「
利
用
申
込
書
」
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
カ
ー
ド
を
作
ら
れ
る
方
は
、
こ

ち
ら
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た

だ
き
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
保

険
証
な
ど
）
を
ご
準
備
の
う
え
で
、
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
カ
ー
ド
を
作
ら
れ

て
い
て
、
新
年
度
初
め
て
図
書
館
を
利
用

さ
れ
た
方
に
も
、
ご
記
入
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
カ
ー
ド
作
成
時
と
現
在
で
、
ご

住
所
や
電
話
番
号
の
変
更
が
無
い
か
の
確

認
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

３
月
14
日
（
水
）
に
、
上

中
地
区
運
動
教
室
の
参
加
者

で
西
之
表
市
へ
視
察
研
修
・

交
流
会
へ
行
き
ま
し
た
。

　

西
之
表
港
中
央
地
区
埠
頭

に
寄
港
し
た
客
船
『
ぱ
し

ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
』
の
船

内
見
学
を
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、「
こ
ん
な
船
で
ど
こ
か

へ
旅
を
し
て
み
た
い
」
と
夢

を
膨
ら
ま
せ
目
を
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
西
之
表
市

西
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
運

動
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
西
町
運
動
教
室
の
参

加
者
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
西
町
の
方
は
、「
今
日

は
南
種
子
か
ら
来
る
か
ら
、

い
つ
も
よ
り
張
り
切
っ
て
体

操
を
し
た
」
と
快
く
迎
え
て

く
だ
さ
り
、
上
中
地
区
の
皆

さ
ん
も
「
こ
こ
の
体
操
も
い

い
ね
」
と
熱
心
に
体
操
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空

の
下
み
ん
な
で
食
べ
る
お
弁

当
や
同
年
代
の
方
々
と
の
交

流
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
良

い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

上
中
地
区
運
動
教
室
視
察
研
修
の
紹
介

★
新
刊
紹
介
★

　
幼
児
・
児
童
書

●
お
す
し
の
ず
か
ん
（
大
森
裕
子
）

●
の
び
～
る
し
か
け
え
ほ
ん

　

な
ん
の
た
ま
ご
か
な
？
・
の
り
も
の

い
っ
ぱ
い

　
（
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
・
く
さ
か
み
な
こ
）

●
デ
コ
ボ
コ
え
ほ
ん　

く
ね
く
ね
！

　
（
ク
レ
ー
ル
・
ズ
ケ
リ
・
ロ
ー
マ
―
）

他
11
冊

　
一
般
書

●
１
分
間
読
む
だ
け
で
、
仕
事
の
疲
れ
が

取
れ
る
本   　
　
　
　
　

  （
松
本
幸
夫
）

●
サ
バ
イ
ブ

　

強
く
な
け
れ
ば
、
生
き
残
れ
な
い

（
麻
生
羽
呂
、
篠
原
か
を
り
）

●
め
ま
い
は
寝
転
が
り
体
操
で
治
る

（
肥
塚
泉
）

●
人
生
が
変
わ
る
白
内
障
手
術

（
山
﨑
健
一
朗
）

●
今
日
の
コ
ー
デ
が
す
ぐ
決
ま
る

　

＃
上
下
ユ
ニ
ク
ロ
部
の
着
こ
な
し
ル
ー
ル

（
主
婦
の
友
社
）

●
魔
法
の
コ
ン
パ
ス

　

道
な
き
道
の
歩
き
方　
　

 （
西
野
亮
廣
）

●
く
ち
な
し　
　
　
　
　
　

 （
彩
瀬
ま
る
）

●
夜
の
谷
を
行
く　
　
　
　

 （
桐
野
夏
生
）

他
15
冊
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わ が 家 の ア イ ド ル

ご家族からひとこと

長
な が た

田　美
み こ

心ちゃん
平成 26 年 12 月 17 日生まれ
元気さん・美佳さんの女の子（上中）

お花大好き、ピンク大好き！
かわいい物が大好きな美心ちゃん。
これからも笑顔いっぱい、すくすく大きく
なってね！

ご家族からひとこと

田
た は ら

原　茉
ま ゆ り

由梨ちゃん
平成 26 年 12 月 4 日生まれ
政幸さん・幸奈さんの女の子（上中）

いつも元気いっぱいの茉由梨。
毎日家族に癒しと笑いを届けてくれます。
これからも元気で明るい茉由梨でいてね！

　

今
年
は
、
明
治
維
新
１
５
０
周

年
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
南
種
子
町
の
幕
末
か

ら
明
治
時
代
の
文
化
財
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

菊
池
竹
庵
の
碑

（
平
山
地
区
）

　

菊
池
竹
庵
の
功
績
を
伝
え
る

石
碑
で
、
平
山
神
社
境
内
に
あ

り
ま
す
。
菊
池
竹
庵
は
、
文
政

12
（
１
８
２
９
）
年
に
平
山
西

之
町
水
牛
で
生
ま
れ
た
幕
末
の

僧
侶
・
志
士
で
す
。

　

竹
庵
は
僧
名
で
、
父
は
徳
永

十
四
郎
。
鹿
児
島
城
下
の
正
建

寺
で
修
行
中
に
、
薩
摩
藩
士
篠

原
国
幹
ら
と
交
友
し
、
上
京
後

は
勤
皇
の
士
と
交
わ
り
、
京
都

の
本
能
寺
本
法
院
の
執
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
撰
組
に
捕
縛
・
釈
放
さ
れ

る
な
ど
死
地
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た

後
、
戊
辰
戦
争
に
薩
摩
藩
第
三

番
隊
（
隊
長
篠
原
国
幹
）
付
属

で
従
軍
。
上
総
（
千
葉
県
）
五

井
で
敵
情
視
察
中
に
戦
死
し
ま

し
た
。

～
明
治
維
新
１
５
０
周
年
特
別
編
～
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

岩
元　

毅　
　
　
　
（
母
・
イ
ツ
）

立
石　

孝
子　
　
　
（
夫
・
富
雄
）

川
野　

德
光　
　
　
（
母
・
チ
ヱ
）

西
園　

キ
リ
子　
　
（
夫
・
昭
典
）

廣
濱　

正
美　
　
　
（
母
・
ミ
ワ
）

浮
田　

久
美　
　
　
（
妹
・
ト
キ
子
）

林　

早
草　
　
　
　
（
夫
・
逸
朗
）

（
氏
名
） 　
　

        （
保
護
者
）　    　

    　
（
地
区
）

海う
み
の野　

肖に

な菜　
（
勝
秋
・
円
佳
）　　

上
中

日ひ
だ
か髙　

勇ゆ

い唯　
（
孔
次
郎
・
こ
の
み
）　

茎
永

中な
か
む
ら村　

奏そ
う
た太　
（
祐
太
・
さ
お
り
）　

上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　3月31日現在
総人口（ 人 ） 5,636（－ 105）

男（ 人 ） 2,787（－ 48）
女（ 人 ） 2,849（－ 57）

世帯数（ 戸 ） 2,957（－ 20）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

３月 3 件 30 件
累 計 5 件 79 件

日 曜日 行　　事　　名 時　間　・　場　所

10 木
ぺんぎんクラブ 10：00～　あおぞら保育園

母子手帳交付 13：30～　町研修センター

13 日 町内一斉クリーン作戦 6：30～　町内全域

15 火 すくすくサロン 10：00～　福祉センター生きがい活動室

16 水 乳幼児健診 9：30～　福祉センター生きがい活動室

19 土 青少年育成の日

20 日 家庭の日

27 日 町消防操法大会 9：30～　町防災公園（役場前）

29 火 のびのび赤ちゃん教室 10：00～　福祉センター生きがい活動室

6/1 金 図書館劇場 18：30～　町中央公民館第一会議室

■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　4月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（－ 2） 0（± 0） 0（－ 2）
中種子町 3（＋ 2） 0（± 0） 3（＋ 2）
西之表市 7（－ 2） 0（± 0） 7（－ 2）

計 10（－ 2） 0（± 0）10（－ 2）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　

（
３
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　
　
　

（
３
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

3 公立種子島病院 南種子町 26-1230
4 種子島医療センター 西之表市 22-0960
5 百合砂診療所 西之表市 28-3901
6 種子島医療センター 西之表市 22-0960

13 中種子クリニック 中種子町 27-3222
20 種子島医療センター 西之表市 22-0960
27 高岡医院 中種子町 27-3100
6/3 種子島医療センター 西之表市 22-0960

■公立種子島病院の各科診療日
診 療 科 目 診　　　療　　　日

眼 　 科 7、8、21、22 日

耳鼻咽喉科 10、24 日

整 形 外 科 毎週火曜日

消化器外科 月（午後）、火、水（午前）　※ 5/1 午後～ 5/2 は休診

5 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　
　

   （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

立
石　

富
雄　
　
　

79　
　
　

上
中

川
野　

チ
ヱ　
　
　

88　
　
　

上
中

林　

逸
朗　
　
　
　

68　
　
　

島
間

西
園　

昭
典　
　
　

89　
　
　

島
間

葊
濱　

ミ
ワ　
　
　

83　
　
　

長
谷

鮫
島　

和
子　
　
　

91　
　
　

西
之

志
柿　

満　
　
　

80　
　
　

上
中

ご
結
婚

（
氏
名
）　　

    　

    （
地
区
）

上
浦　

拓
己　
　

上
中

山
越　

未
沙
希　

長
谷

立
石　

将
大　
　

上
中

浦
元　

香
澄　
　

中
種
子
町

５
月
31
日
（
木
）
は

●
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
の

納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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わ
が
家
の
花
紹
介
（
イ
ペ
・
ハ
ナ
モ
モ
）

　

上
中
本
町
に
お
住
ま
い
の
羽
生
誠
昌
さ
ん
宅
で
は
、「
イ
ペ
」「
ハ
ナ
モ
モ
」
が
見

頃
を
迎
え
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

イペ

ハナモモ


